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Updates on eduroam and Related Services




概要： 学術系の無線 LANローミング基盤である eduroamは，世界 80か国，国内 157






















































図 1: eduroam JP参加機関数の推移













［大学 ICT 推進協議会 2016 年度年次大会論文集より］
















































































アの AARNet が中心となって XeAP (Extending
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